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其他 の岩石類の小粒 をも含む。色は黄褐色叉は灰緑色 にして、風化せ るものはこれ

に黒味 を帯ぶ。粒の排列は絵 う規則正 しか らず して、所に ようては石英粒の角張れ

るものを有 し、寧ろ 「グ リツ ト」Gritと 呼ぶ方適當なるものあ う。

凝灰質 砂 岩 Tuffaceous sandstone.

産 地 糟屋郡勢門村字高辻及 び字鬼 ケ浦

産 状 字高辻のもの は凝灰 質頁岩中 に挾有 され、字鬼 ケ浦 のものは凝灰 質頁岩 と

互層 をな して、何れ も第三紀成層岩 とむて存 在す。

性 質 破瑠 ・長石及び石英等 よりなる白色のもの と、それに少量の雲母等 を含む も

の とあ り。前述の砂岩 の成分 に火 山灰 の加は りて岩石 こな りし如 きものな う。粒の

排 列 も相 當規 則正 むく、色は黄茨色・淡 黄褐 色等様 々な う。風化す るときは これに黒

味 を帯ぶ。

凝灰質 頁 岩 Tuffaceous shale

産 地 糟屋郡勢門村 字高辻 ・字鬼 ケ浦及び字大浦

産 状 字高辻のもの は第三紀層の成層岩 をなし、字鬼 ケ浦及び字大浦のものは、凝

次 質砂岩 と互層 をなして、これ も第三紀層の成層岩 こして存在す るものな り。

性 質 火 山灰様の ものを主 として、 これ に粘 土質の ものを含 め るものが岩石化せ

乙ものにして破 瑠・長石及び石英等の微粒 と粘土様 のものとを認め られ、その排列

は可成 り規 則正 むく、字高辻 のものは ク リー ム色 ・淡黄色等 にして、字鬼 ケ浦及 び字

大浦の ものは この他 に淡褐色の もの有 り。 風化 するときは何れ もその新鮮 なもの

の色に灰色又は褐 色を帯ぶ るに至 る。

第 五 章 鑛 物

鑛 物 の 種 類 調査区域内 に産 す る鑛物 の種 類は甚だ少 く、從來多 くの人々

に注意せ られた るは・蛇紋岩の地域に於け る「クロー ム鐵鑛」ご第三紀層中の石炭の

二種 に過 ぎず。一時篠栗町一 ノ瀧 の谷 に於て石灰石 を採取 し、入幡方面 に搬出せ り

と云ふも・現在 にては残存 す るもの 甚だ稀 な り。又角閃岩 中に胚胎 す る銅鑛 を試掘



探鑛せ るもの数 ケ所 に止ま らざ るも、現 に稼行を績 くるものな し。即 ち從來注 意せ

られた るものは艦 く磨用鑛物のみにして純 然だ る鑛物學的の見地 より、篠栗町産

の鑛物 を記載せ るは 恐 らく岡本氏 を以 つて 嗜矢 とすべ く、蛇紋石・角閃石・滑石 及

び磁鐵鑛 の四種 を掲 げた う。蝕 に 記載せん とす る鑛物 は 合計 二十六種に して、其

の鑛物名下の如 し。

1硫 化鑛物 磁硫鐵鑛、黄銅鑛、黄鐵鐵、白鐵鑛

II酸 化鑛物 石英、水晶、珪化木、磁鐵鑛、ク ロー ム鐵鑛、褐鐵鑛

III炭 酸鑛物 石灰石、菱苦土石、孔雀石'

IV珪 酸鑛物 長石、 角閃石、柘榴石、緑簾石、電 氣石、雲母、緑泥石、華

泥石、蛇紋石、石綿、滑石

V硫 酸鑛物 石 膏

VI有 機鑛物 石 炭

以上の外、金鑛 ・ニ ツケノレ鑛 等の産出あ るが如 しと錐 も 未だ正確 な らず 依 て之 を

加へず。 凡そ 是等 の 鑛物 には 石英 ・長石・角閃石・柘榴石 ・雲母 等 の 如 く火成岩

の成分鑛物 をなす もの有 り、角閃石 ・蛇紋石の如 く憂成岩中に造岩鑛物 として産 す

るもの有 り、石英 ・石灰石及び 石炭の如 く、水成岩 をなし、叉水成 岩中 に 層状 を

な むて 産 す る ものあ り、 各種の硫化鑛物 並びに ク ロー ム鐵鑛 の如 く・集つて 塊

状 乃至 層状 の鑛床 を形 作るもの有 り。 孔雀石 ・童泥石・石膏 等の 如 く他 の鑛物 よ

う鍵成せ るもの等あ り、其の産状 並びに 成因は實に千態萬状な りと謂ふべ し。以

下是等各鑛物 の主 なる産地 ・産状等 に就 きて略記 する庭あ らん こす。

第 一 節 硫 化 鑛 物

磁 硫 鐵 鑛

産 地 糟屋郡久原村新建

同 郡 同 村久原炭坑附近

同 郡 篠栗町一ノ瀧



産 状 黄銅鑛・黄鐵鑛等 ご共 に角閃岩 中に層状の鑛床 をなす。

性 質 新鮮 な る面にては帯褐眞鍮黄色 を呈 し金属光澤 を放つも、多 くは表 面黒褐

色 に変化 す。比重四・五乃至四・六 、硬度三・五乃至 四、條痕 は暗茨黒色 にして磁性 を

有す るを特徴 とす。常に塊状 又は粒状を呈 し結晶の明かなるもの を見ず 、而して是

に件ふ黄鐵鑛 に比すれば光澤梢赤味 を帯び且つ結晶大な り。

黄 銅 鑛  Chalcopyrite.

産 地 糟屋郡久原村新建

同 郡 同 村 久原炭坑附近

同 郡 篠栗町一ノ瀧

産 状 角閃岩 に胚胎す る層状硫化鐵鑛床中に含ま る。久原炭坑附近のものは新建

系 の角閃岩 を母岩 こし、母岩の成層面 に 平行な る板状の鑛禮 をなし、走 向東西 に

して南方へ 入十五度の角度 を以つ て傾尉す。約 四十年以前 に採掘せ るもの と樗せ

られ、坑 内湛水せ るため内部の状況を詳にせざるも、坑 口附近 にては三 尺内外の鍾

幅を有す。

性 質 通常塊状 をなし、結 晶をなす ものな し。新鮮 な る面 は眞鍮黄色 にして、黄鐵

鑛 より更に黄色を帯び 金属光澤 を放つ。然れ ども 往 々表面 は 憂色して 青色・紫色

等 を呈す。條痕は常 に緑黒色 な り。叉硬度 は三・五乃至四 にして黄鐵鑛 よりも甚 し

く軟 な り。

黄 鐵 鑛 Pyrite.

産 地 糟屋郡久原村新建

同 郡 同 村 久原炭坑附近

同 郡 篠栗町一 ノ瀧

産 状 黄銅鑛及び磁硫鐵鑛 と共 に角閃岩中 に層歌 の硫化鐵鑛床を形成す。鑛床中

に産 するものは多 くは 金厩光澤 を放 ち 眞鍮黄色 を呈す る塊 をなす も母岩 中に散點

す るもの は微小 なる六面禮結 晶をなし面上 に屡々特有 なる條線 の螢達 せ るを見 る。

性 質 色彩黄銅鑛叉 は磁硫鐵鑛 に比すれは淡 く、新鮮 な る面にては白鐵鑛 よりも



梢濃 き眞鍮黄色 を呈す。時に表 面攣 色せ るもの あ るも、自鐵鑛 に於けるが如 く分解

せ るもの稀 な6。 硬度は六乃至六・五にして黄銅鑛及び磁硫鐵鑛の軌れ よりも硬 む.

白 鐸 鑛 Marcasite

産 地 糟屋郡久原村新建糟屋演習林事務所附近

産 状 黄鐵鑛 ・磁硫鐵鑛 及び 黄銅鑛 の集合 よりな る硫化鑛 中の細缶戯 こ沿ひ微粒状

の集合・膿をなす。

性 質 眞鍮黄色 を呈す るも、黄鐵鑛 ようも梢灰色 を帯び、且つ金囑光澤強か らず 。

叉分解せ るため多 くは稽粗懸 となれ ウ。

第 二 節 酸 化 鑛 物

石 英  0uartz.

産 状 無色叉 ば白色の石英 は、珪岩及び石英岩 の主成分 として多量に産 し、叉は花

醐岩質岩石 及 び変成 岩 の成分鑛物 として存在す。尚 是等 の岩石 を横切 る石英脈を

なす もの有b。 破瑠光澤 を有 する塊 をなすも、赤鐵珪岩を形成す るものは多 くの

赤鐵鑛 を包裏 し、爲に淡紅色乃至鋼黒色 を帯ぶ。硬度七にして甚だ硬 し。

水 晶 Rock crystal.

産 地 糟屋郡篠栗町呑 山

同 郡 久原村久原炭坑東方溜池附近

産 状 ペ グマ タ イ ト 叉は 石英 脈 中に産 す。呑 山 の ものは 黒雲母花崗 岩 を貫 く

ペグマタイ ト脈中に長石及び白雲母 と共生 し、久原炭坑東方溜池の北岸 なる溜池竣

工紀念碑の附近のもの は、走向東西な る角閃岩の層理 に略直交す る石英脈 を形成す。

這般 の石英脈 は膨縮甚 し く、脈幅挾 き部分 は三寸 に満たざ るも廣 き部分 は二尺五寸

を超ゆ。水晶は石英脈の中央部 に櫛歯状 をなし、賑壁の附近 には塊状 の石英 を産 す。

性 質 六角柱歌の結晶をなす も端面 の明か なるもの稀 な り、柱面 には通常水平な

る條線 を認むべ し。大な るもの は長径一寸内外な り。



珪 化 木 Silicified wood.

産 地 糟屋郡勢門村高田炭坑

同 郡 久原村久原炭坑

産 状 炭層附近の第三紀層 中に産 す。第三紀流木の珪化せ るものにして、大小の樹

幹多 く水 平の位置にあ ウて爽 まる。

性 質 俗 に「松岩」と樗 され名嶋の名物た る「橋石」と同種 のもの な う。普通褐茨色

を呈 すれ ども、一部炭化せ られた るものは黒色 を帯ぶ。炭化の度著 しか らざ るもの

にては・肉眼 にても明かに年輪等木材 の組織 を認め得べ き竜、更 らに薄片 とむて顯

微鏡下 に検すれば 細胞の排列 の状態まで 窺ムを得 べ し、斯 くの如 くにして是を珪

化せ 乙めたるものは 常 に隠 微晶質の石英若 くは玉髄 な う。而 して珪化 に際して、

過剰 の珪酸は珪化木 を横切 る割 目 叉は 年輪 と年輪 との間の間隙等 に析 出せ り。珪

化木 に屡々件髄 す る玉髄・蛋白石等は、斯 くの如 くにして析出せ る珪酸 に外な らざ

るな り。

磁 鐵 鑛 Magnetite.

産 地 糟屋郡篠栗町郷 ノ原・大久保 ・城戸等

産 状 蛇紋岩 中に粒状 又は結晶 として産 す。是等の粒叉 は結晶は蛇紋岩 中を走 る

細罐 に洛 ひて直線状 に排列 し、蛇紋岩の大氣に

曝露せ る表面 にては磁鐵鑛の部分 のみ特 に風化

に抗 して高 く凸出す。

性 質 郷 ノ原 ・大久保等 に産 す るものは八面膿

結晶をなし(第十副 、大な るものにあ りては長径

二分以上 に達す。結 晶をなすものは金属光澤 を

有す るも、粒状 のものは表面粗 に して無艶な う。

然れども新鮮 なる破面 にては共 に金囑光澤 を放

ち鐵黒色 を呈 し、條痕 竜亦黒 し。強 き磁性 を有す 第十圖 磁鐵鑛の結晶

るを特徴 とす。硬度は五・五 にしてク ロー ム鐵鑛 と大差 なき軌 比重 は約五に して



ク ロー ム鐵鑛 よ う竜重 し。

ク ロー ム鐵鑛  Chrornite.

産 地 糟屋郡篠栗町陣ケ田尾

産 状 蛇絞岩 中に塊状叉 は粒状 として産 す。

性 質 磁鐵鑛 と同 じく等軸晶系 に結晶す るも 結晶の明かな るものは甚だ稀 にし

て、多 くは相集つて蛇紋岩中 に不規則な る塊状の鑛床 をなし、叉は その母岩 に鑛染

状 をな して含ま る。通常鐵黒色にして渥青様の亜金屡光澤 を放 つも、條痕の褐色な

るこごと比重磁鐵鑛 よう嚇 削氏く四・三乃至四・六 なるこごに よりて彼 と匠 別さる。

時 に磁性 を有 し爲に ク ローム 鐵鑛床 の 附近 にては ク リノメーター に よる地層の

測定に困難 を戚ず る事有 り。

褐 鐵 鑛 Limonite.

産 地 糟屋郡久原村新建 糟屋演習林事務所附近

産 状 黄鐵鑛・磁硫鐵鑛 ・黄銅鑛等の集合 よりな る硫化鑛 の表面 を蔽 ひ皮殼状 をな

し叉此種の鑛石 を産 す る蕾坑に鍾乳状 をなす。

性 質 黄色 ・黄褐色 ・褐色 ・赤褐色等 にして、土状 の光澤 を放つ も、條痕 は常に黄色

乃至淡褐色 な6。

第 三 節 炭 酸 鑛 物

石 灰 石 Limestone.

産 地 糟屋郡篠栗町 山ノ手附近(一 ノ瀧の谷 右岸 中腹)

産 状 石灰岩の主成分 をなす。

性 質 自色塊状 をなす 竜、梢粗粒の部分 にては菱面膿 に平行な る完全壁開を認む。

硬度 三 にして菱苦 土石 に比 し梢 々軟 く、叉稀塩酸 の冷溶液 に螢泡 しなが ら溶解 す

るを以つて菱 苦土石 と容易に匠別すべ し,,顯 微鏡下 にては著 し く高 き複屈折を示

し、叉方向により 屈折率を異 にす ること大 なるため、顯微鏡廻韓盤stageを 三百六



十 度廻 轄 すれば、 明か な る俘 上bReliefの 憂 化 を見 るべ し。

菱 苦 土 石 Magnesite.

産 地 糟屋郡篠栗町陣ケ田尾・其他

産 状 蛇紋岩 中に脈状叉は小塊状 をなす。'

性 質 白色塊状 にして無艶な るを以つて、石灰石 と区 別し難 きも、硬度三・五乃至

四・五に して彼 に優 帆 又冷た き稀塩酸 にては登泡せず、加熟 するに及んで初めて

泡 を登 して溶 く、時 に顯微鏡下に 柱状 の結晶をなす もの有 り、斯 るものは 無色透

明にして破瑠光澤 を放つ。

孔 雀 石 Malachite.

産 地 糟屋郡久原村久原炭坑附近

同 郡同 村新建

同 郡篠栗町一ノ瀧

産 状 黄鐵鑛・黄銅鑛 ・磁硫鐵鑛 等の集合 よ6な る硫化鑛 に件 ひ、薄 き皮殼歌 をなす。

性 質 翠緑色無艶にして、淡黄色の條痕 を示 し、火中 に入 るれば緑色の畑色を生ず。

第 四 節 珪 酸 鑛 物

長 石 Feldspar.

主なる産地 糟屋郡篠栗町呑 山

同 郡 同 町 小浦西方等

産 状花崗 岩類 ・酸性脈岩類 ・閃緑岩類 ・火成角 閃岩類 等の 火成岩、並 に 斜長

角閃岩 の 成分鑛物 こして 産 す るも・特 に 重要 な るは巨晶花崗岩 並 に 長石質賑岩

をなすものな り。

性 質 通常淡黄褐色 を呈する塊状 をなし、結晶面の明か な るもの甚だ 稀 なるも、

屡 々卓面に著 しき壁開を有す。産献 に よりて 多少化學成分 を異にし、從つて物理

性 に於 ても 小差あ ウ。正長石 並 に斜 長石 の両者 に 大別 さる ゝ事 前章 に於て 記載

せ る庭 な り。



角 閃 石 Amphibole.

産 地 糟屋 郡 篠栗 町

産 状 火 成角 閃岩Amphibololite(=角 閃石岩Hornblendite)及 び角 閃岩Amphibolite

の成分 鑛物 として 産 す るも、 火 成角 閃岩 中 に長石 を件 メ・こと多 き 部分 に ては亘大

な る結 晶 をなす。

性 質 緑 黒色柱 状 の結 晶 をなす も、結晶面 の 明か な るもの稀 な り。柱面 に 完全 な る

壁 開 を有 し、篠 栗町 一 ノ瀧 よ り小 浦 に通ず る路傍 よ6は 長 径 三 寸餓 の舅 開 片 を産

す。其 の大 部分 は普通 の緑 色角 閃 石 に属 し、α'・=1・6591・γ'=1・6789な る屈 折牽 を

有 す るも、篠 栗 町東郊 な る金 出川 の河 床 に産 す るもの は顯 微鏡下 に て無色 透 明 に し

て、屈 折率叉 α,=1・6157・ 〆=1・6421の 間 に有bてb透 閃石Tremoliteと 認 め らる。

柘 榴 石 Garnet.

産 地 糟屋郡篠栗町呑 山

同 郡 同 町陣 ケ田尾

産 状 半花崗 岩中に 赤褐 色の微小 なる結晶 をなし、叉は 蛇紋岩中 に 不規則 なる

塊 をなす。

性 質 蛇紋岩 中に不規則なる小塊 をなすものは、白色緻 密に ご.て一見菱苦土石 の

珪化せ るものに外観酷似するも、硬度高 くして七 に達 し、比重三・五 に近 く菱苦土石

及び石英 の軌れ よりも重 し。顯微鏡下 にては微小 なる等軸晶系の結晶の集合 ような

う屈折率高 む。蓋 し灰馨柘榴石 に属 す るものな う。半花崗岩 中に産 す るものは小な

る結晶 として 岩石中に一帯 に散點 し、結晶の比較的大な るもの こ錐裡 二粍 を超 え

ざ るも偏菱形二十 四面膿の良晶 をなす ものあ り。

緑 簾 石 Epidote.

産 地 糟屋郡篠栗町一ノ瀧附近

産 状 角閃石及び長石に件ひ斑礪岩質岩石叉は火成角閃岩中に産す。

性 質 汚緑色柱状 をなすも結晶面明かならず。



電 氣 石 Tourmaline.

産 地 糟屋郡篠栗町萩 ノ尾及び猫峠附近

産 状巨晶花崗 岩又は花崗 岩質の火成岩 と接鯛せ る角閃岩 中に出ず。

性 質 黒色にして針状叉は細柱=状の結晶 をなし、断 口は参差状 を呈す。比重約三、

新鮮 なるものは 樹脂光澤 を有す るも永 く大氣に曝露せ るものは無艶 な う。顯微鏡

下にては特有の多色性 を示す。

雲 母 Mica.

産 状 花 陶岩類及び酸性賑岩類等 の火成岩 中に成分鑛物 をなす外、絹雲母片岩中

に存在 し、 又稀 に石灰 岩 に含ま る 事ゝ有 り。

性 質 眞珠光澤強 き鱗片状 をなす。花崗 岩及 び花崗 斑岩等の成分 をなすものは漆

黒色に して普通 の黒雲母 なるも、巨晶花崗 岩 ・半花陶石・絹雲母片岩 及び石灰 岩 中

に出つ るもの は淡色の白雲母 又は 絹雲母 な う。巨晶花崗 暮 中に産す るものには屡

々偏方形 の接合双晶をなすもの あ う。叉巨晶花崗 岩中には 白雲母 の外帯褐黒色 の

黒雲母 を件ぷものあ う。

緑 泥 石  Chlorite.

産 状 蛇紋岩 ・角閃岩其の他の岩石中に二次鑛物 として産 す。

性 質 濃緑色を呈す る片状乃至繊維状の集合禮 をなす。結晶の明かなるもの無 し。

華 泥 石 Kämmererite.

産 地 糟屋郡篠栗町陣 ケ田尾

産 状 クロー ム鐵鑛床に接 す る蛇紋岩中に二次鑛物 として産 す。

性 質 桃紅色をして片欣叉は繊維状 をなす。 クロー ム鐵鑛中に含 まれ、叉は緑泥

石 と共生 す ること多 し。



蛇 紋 石 Serpentine

産 地 糟屋郡篠栗町

産 歌 蛇紋岩 の主 成分 をなす。

性 質 通常暗緑色塊状 にして、蝋様の光澤 を放 ち・鯛 るれば脂 威あ り。硬度二・五乃

至三 ・五な るを以つて小 刀にて傷付 くることを得 ぺ く、破 片は多片状 を呈す。永 く大

氣 に晒 され】セるものは 緑色 こな 釦脂光澤 を増 し・ク ロー ム鐵鑛床 の盤肌 に産 する

ものは牛透 明とな り、暗緑色乃至藍青色にして貴蛇紋石N・bleserpentineに 近 し。

是等は軌れ も普通 な る蛇紋石Commonserpentineに 属 し・次表の如 き成分 を有す。

普 通 蛇 紋 石 板 温 石

篠 栗 町 浦 山 産

分析者 自在丸新十郎

篠 栗 町 山 手 産

分析者 自在丸新十郎

顯微鏡 下 に ては β==i・555～1,560な る屈 折率 を示 す 。 然 るに粗 粒 質 の蛇 紋岩 にあ

りては板 状の蛇 紋石 を含 む事有り 。 此種 の蛇 紋石 は β=1・571に して、 複屈 折」叉

普 通 の蛇 紋石 に比 して高 く、分 析 の結果 は前 表 の如 し・蓋 し 板 温石Antigoriteに

属 す る もの な り。



石 綿 Asbestos.

産 地 糟屋郡篠栗町

産 状 蛇紋岩中を走 る細脈 をなす。

性 質 帯黄色絹糸光澤の強 き繊維 をなす も、比較的に澆 曲性 に乏 し。繊維 は互 に平

行 に集合 して、その大部分 は脈壁 に直角 に近 く排列 し、所謂横断式繊維Crossfibre

をなす。繊維の脈壁 に平行せ る縦走式繊維Slipfibreの ものは、母岩 の滑動せ る附近

に局部的 に産す るに過 ぎず。時 に 横噺式繊維 の脈壁に近 き部分のみ少 し く轡曲せ

るもの有 り。 石綿脈の幅 は 狡 きものは 一分に満た す、廣 きものに して も三分を

超ゆ る もの稀 な り。

滑 石  Talc.

産 地 糟屋郡篠栗町鳴淵

糟屋郡篠栗町五塔 ノ瀧附近

産 状 火成角閃岩若 くは蛇紋岩 と角閃岩 との接鰯部 に産 す。

性 質 白色叉は茨色 にして脂光澤 を放 ち、硬度一乃至一 ・五なるを以つて、爪にて

容 易に傷つ くる事 を得べ し。多 く塊欣 をなす。

第 五 節 硫 酸 鑛 物

石 膏 Gypsum.

産 地 糟屋郡勢門村高辻

産 状 石炭坑 の 痩石 の 表 面 に 小 なる柱状 結 晶こ して

附着 す。

性 質 無色透明にして 破瑠光澤強 き柱状結晶にして結

晶は(III)(IIO)及 び(OIO)の 聚形 よりな り(第 十一

圖)、(IIO)面 には上下軸 に平行 な る條線登達す。(OIO)に

完全な る壁開有 う。壁 開面 にては眞珠光澤 を帯ぶ。硬度

二にして爪にて傷付 くる事を得べ し。最大 の結晶 と錐 も 第十一圖 石膏の結晶



長径三分 に達せず、而か も結晶大 な るものは一般 に晶面 の登達良好 な らす。

第 六 節 有 機 鑛 物

石 炭 Coal.

産 地 糟屋郡久原村久原炭坑

同 郡 勢門村高 田炭坑

産 状 第三紀層中に炭層 をなす。本地域第三紀層の基底 よう約百米上方 に厚 さ五

十米に達 す る爽炭層有 う、砂岩又は礫岩 の薄層 を挾む灰色乃至緑色の頁岩中に二炭

層を鋏有す。下方の ものを臭石(叉 は四尺)と 稻 乙上方 の ものを本組 と云ふ。両 炭

層は三・四十米 を隔て、本組炭層の附近 には多 くの珪化木を件ふ。是 よう二百米絵

上方に一 つの爽炭層有 り、主 として砂岩及び頁岩 よう成 う切土炭(叉 は五尺)及 び

二組炭 の二層の主要炭層 を有す。両 炭層 は三 ・四十米 の間隔を有 し共 に珪化木 を

件ふ。高田炭坑 にて稼行 するは 二組及び切土にして、久原炭坑 にて 採掘す るは主

と乙て本組炭 な6。

性 質 黒色 にして渥青様 の光澤 を放 ち低度涯青炭 に属 し粘結性 を有す。是等の石

炭 を農商務省地質調査所 に於 て分析せ る結果は次の如し。(本 邦産石炭分析表 大

正元年 に擦 る)

然れ ども炭質は炭 層に よう差異あ るを以つて、各炭層別 に而 も爽磐 を距つ る毎 に別

個の試料 を採取 した るものに就 き、九州帝國大學工學部地質學教室に於 て、中村助



教授 に よつて分析せ るにその結果 別表の如 し。

即 ち分 析せ るもの 二十一個の うち十七個 は 燃料比一・○以上 一・八以下 にして低度

渥青炭1ζ属 し、四個は燃料比一 ・○以下に して、而か も概 して光澤 なき黒色 を呈 し

黒褐炭に類 す。

第 六 章 結 論

1.三 郡山塊は一の高原なり 。

2.本 高原は一の準平原の上昇 した るものにして其 の後 の地塊蓮動 ご浸蝕作用により

再び壮 年期の地貌 を呈す るに至れ う。

3.本 高原 の西側 には段階地 によつて縁 られπ る低夷な る丘陵地登達す。

4.三 郡 山塊 は古 き地質 を有 し、角閃岩類・古期水成岩類 及び 火 成岩類の三者 よ6な

外 其の西側の丘陵地 は第三紀以後 の若 き岩石 よりなる。

5.本 地域 に於 け る地史の大要次の如 し。

A.古 期変成 岩の成生 時代

a.塩基性 凝荻岩 の堆積=新 建 系の角閃岩 により 代表せ らる。

b.火 山性噴出物の堆積(主 こして 熔岩流 及び火山灰)==鳴 淵 系の角閃岩 を もつ

て代表せ らる。

c.海 成層の沈澱=鳴 淵系上部 の珪岩・石灰岩等 に代表せ らる。

B・第一次地質変動 時代

d.陣 ケ田尾断層等の成生

e.撤 檀岩類の遊入

f,火 成角閃岩類の送入

g.花 陶岩類の送入

C.平 穏侵蝕削磨時代

h.準 平原の成生

D.第 二次地質変 動時代


